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日
頃
か
ら
当
法
人
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
る
面
会
の
原

則
中
止
等
で
ご
家
族
等
の
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
不
安
を
お
掛
け
致
し
ま
し

て
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
五
月
に
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
等
の
五
類
に
移
行
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
私
共
高
齢
者
施
設
に
と
り
ま
し
て

は
、
感
染
症
対
応
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
引
き
続
き
感
染
対
策
強
化
を
心
掛
け
て

参
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
令
和
五
年
度
を
迎
え
響
会
は
二
十
五
歳
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
響
会
と

ご
縁
の
あっ
た
方
々
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
事
業
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

に
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
響
会
開
設
以
来
、
法
人
の
理
念
で
あ
る
【
安
心
】
と
【
暖
か
さ
】
の
実
現
を
胸
に
「
社
会

貢
献
」
が
で
き
る
法
人
を
目
指
し
、
特
に
「
地
域
情
報
の
大
切
さ
に
耳
を
傾
け
」
、
地
域

の
皆
様
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
で
き
る
組
織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
響
会
の
各

部
門
が
部
門
間
の
壁
を
越
え
て
協
働
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
響
会
と
ご
縁
の
あっ
た

方
々
と
、
お
互
い
が
「
安
心
と
暖
か
さ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
相
手
の
立
場

に
立っ
た
ご
支
援
を
心
掛
け
、
そ
し
て
職
員
一
人
一
人
の
人
の
温
も
り
が
結
集
さ
れ
、
地

域
が
【
安
心
感
】
と
、
太
陽
が
降
り
注
ぐ
【
暖
か
い
日
】
と
な
る
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。 

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和 

五
年 

 

四
月 

 

 
 

 
 

令
和
五
年
度(

新
年
度)

の
ご
挨
拶 

施
設
長 

 

栃
原
憲
彦 

 

25 周年記念樹 桜 
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理事長 小林 信正 

「たゆまぬ努力を惜しまず」 

社会福祉法人響会は、平成 10 年 4 月に創立、本年で創立 25 周年を迎えました。

この記念すべき年に理事長という要職にあり、一層身の引き締まる想いであります。 

現在、新型コロナウイルス感染症の流行で、法人でも発生を押さえるべく最大の

努力を傾注していますが、一日も早く終息することを願うものです。 

さて、響会は、当時介護サービスを営む福原敏雄・ミサエ夫妻が、住み慣れた地

域で安心して生活を継続していくための居住空間が必要であると考え、法人の理念

「安心と暖かさ」の提供を軸に「社会貢献」ができる法人を目指し、強い思いで設

立されました。 

平成 10 年 4 月に特別養護老人ホーム好日苑の事業を開始、平成 17 年 4 月にユニ

ット型特養を増設、大田区から地域包括支援センター6 か所の受託をするなど、事

業拡大をしていくなか、看取り介護を通じて、改めて「日々平凡ながらも穏やかに

過ごすことの大切さ」に気付かされました。まさに、『日々是好日であり、いつ如何

なるときでも落ち着くところがあればそれが幸せの地』である。特別養護老人ホー

ム好日苑の由来である事に尽きます。 

今後も区民の方々が必要とするサービスができる法人を目指し、今日まで沢山の

方々のご縁を心から感謝すると共に、今後も「ご縁」を大切に、「人」を財産とし、

安定経営、利用者満足･職員満足の強化を図り、「安心と暖かさ」の提供、「日々是好

日」を実現できる法人を目指して、利用者の皆様と地域住民の「生活と命を守る」

ために、職員が一体となり、地域で支えあう日常が実現化できる法人として事業を

展開してまいります。 

これまで長きにわたり、地域の皆様をはじめ、歴代役員の皆様、職員の皆様など

幾多の関係者のたゆまぬご努力があり、お陰様で今日を迎えることが出来ました。

深甚なる敬意を表します。 

今後とも、たゆまぬ努力を惜しむことなく、精進してまいりますので、ご理解、

ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ、理事長の挨拶とさせていただき

ます。 
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大田区シニアステーション事業(嶺町地区)運営受託 

大田区地域包括支援センター嶺町(旧：おんたけ山) 

シニアステーション東嶺町(旧：いこいの家) 

平成 30 年 7 月   大田区地域包括支援センター六郷運営受託 

大田区地域包括支援センター西六郷運営受託 

港区立芝高齢者在宅サービスセンター運営受託終了 

港区立芝在宅支援センター運営受託終了 

居宅介護支援事業所 芝 事業廃止 

 

平成 10 年 3 月   社会福祉法人響会設立  

 

大田区地域包括支援センター馬込運営受託 

シニアステーション馬込運営受託 

大田区地域包括支援センター南馬込運営受託 

シニアステーション南馬込運営受託 

大田区地域包括支援センター上池台運営受託 

大田区地域包括支援センターおんたけ山運営受託 

事業所名変更 

好日苑デイサービスセンター(旧：上池台高齢者在宅サービスセンター) 

              好日苑ケアプランセンター(旧：好日苑ケアプランセンター上池台) 

              好日苑ヘルパーステーション(旧：好日苑ヘルパーステーション上池台) 

大田区地域包括支援センター上池台運営受託 

大田区地域包括支援センターおんたけ山運営受託 

事業所名変更 

             好日苑ケアプランセンター上池台(旧：在宅介護支援センター上池台) 

             好日苑ヘルパーステーション上池台(旧：上池台指定訪問介護事業所) 

 

介護保険事業開始 

特別養護老人ホーム好日苑 

好日苑短期入所生活介護 

上池台高齢者在宅サービスセンター 

上池台指定訪問介護事業所 

在宅介護支援センター上池台 

大田区シルバーステイ事業及び生きがい通所事業運営受託 

居宅介護支援事業所 芝   

 

             特別養護老人ホーム好日苑開設 

             大田区上池台高齢者在宅サービスセンター運営受託 

             大田区在宅介護支援センター上池台運営受託 

4 月 

港区立芝高齢者在宅サービスセンター運営受託 

港区立芝在宅介護支援センター運営受託 

平成 14 年 8 月   大田区在宅介護支援センターおんたけ山運営受託 

大田区在宅介護支援センターおんたけ山居宅介護支援事業開始 

平成 17 年 4 月   特別養護老人ホーム好日苑 新館開設（全室個室ユニットケア） 

平成 12 年 4 月 

5 月 

平成 18 年 3 月 

4 月 

令和 2 年 4 月 

平成 11 年 2 月    東京都ホームヘルパー2 級養成講座事業開始 

平成 28 年 4 月 
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「
好
日
苑
」
創
立
25
周
年
に
寄
せ
て 

下
里
な
る
み 

 

Q：響会との出会いを教えて下さい 

A：平成 19 年に人生の岐路に立った時、何か音楽を通じてできること

はないか･･･、介護と音楽の経験を活かせる環境はないか･･･と、考え

ていました。私の自宅近くに介護施設があり、そちらで何かできれば

と、見学させていただきましたが、ピアノがなくて。その後に、響会

の音楽療法ボランティア募集を見て見学させていただきました。響会

はピアノがあって(笑)。ボランティアをさせていただくにあたり決め

手はピアノでした。これが響会とのご縁の始まりです。 

 
Q：本当に長くボランティア活動をされていますよね。 

長く続ける秘訣というか、ボランティア活動の原動力があれば教えて下さい。 

A：海外赴任で一時活動を休止する期間もありましたが、様々な方々との出会いや

関係を維持していきたいという気持ちが強くあり、帰国後もボランティアを続け

させていただいています。私は、音楽の力を皆さんと共有したいです。その中で

音楽(療法)をやっていて良かったと思う気持ちが感じられた時は、なんとも言え

ない温かい気持ちになります。でも、やっぱり何よりも音楽が大好きで楽しいこ

とが、長く続けられた原動力なのかなと思います。 

下里先生は幼少期から音楽(ピアノ)が大

好きで、ご親族の影響・勧めもあって、小

学校の音楽教師になられたそうです。 

そんな下里先生に、 

今回インタビューさせて 

いただきました！ 

 
好
日
苑
の
創
立
25
周
年
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
25
年
の
間
に
は
、
喜
び
や
ご

苦
労
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
好

日
苑
に
携
わ
れ
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
と

拍
手
を
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
の
父
は
100
歳
で
亡
く
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

父
の
死
後
、
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば･

･
･

と

思
い
、
音
楽
療
法
的
な
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
始
め
た
の
で
す

が
、
今
で
は
私
の
方
が
皆
様
か
ら
元
気
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
大
変
有
難
い
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
楽
し
く
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
好
日
苑

の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

Q：先生にとっての音楽(音楽療法)とは 

A：小学校教師になった後、音楽療法の学会に 10 年間在籍

していました。 

 親族の介護に携わり、これからどう過ごしていくかを考

えていく際、お互いが心を通わせたものは、大好きな音楽

でした。技術ではなく、音楽によって心を通わすことがで

きれば、様々な壁を越えられる。音楽の力というのでしょ

うか。これが私自身が考える音楽療法と思っています。 
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日常生活の当たり前に「問い」を立て、 
その上でＳＤＧｓ17 のゴールのつながりを、
法人として考え行動する 

ベッド交換 表彰 ボラ 

令和 5 年度新入職員は、介護、看護、栄養士と、職種

は様々ですが、みんなで一緒に進んでまいります。 
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田園調布消防署での自衛消防訓練に参加しました。 

コロナ禍においての新しい形の消防訓練が行われ、 

響会として 3 名、好日苑からは 2 名が参加しています。 

訓練内容 
◎初期消火訓練（消化器の取り扱い） 

◎避難訓練（「ネットで自衛消防訓練」についての解説） 

◎通報訓練 

委員会で１年間排泄について 

学び、講師のユニ・チャームより 

≪排泄マイスター≫の称号を頂きました 

参加者からの声 
・参加することで危機感も感じ、心構えをする 
ことができた 
・いざという時の備えになった 
・参加したことを正確に伝えていきたい 

バッジ授与の委員会メンバー 

ありがたいですね～ 
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基本目標1

「利用者」

暖かさを感じる ケアシステム

（利用者の心を共有する）

基本目標2

「職員」

働きやすい職場環境 

（人が人を育てる）

（熱意と実行力のある人財の育成）

基本目標3

「経営」

利用者が安心できる経営基盤

（法令順守）（健全経営）

（経営安定）（地域に貢献）

検討基盤    「報告」・「連絡」・「相談」・「提案」　　   　      　     「命令」・「援助」・「解決」

                     ≪ 「響会方程式」から「ひびき協働社会」を目指す ≫

SDGs ： 日常生活の当たり前に「問い」を立て、その上でSDGs17のゴールのつながりを、法人として考え行動する。

在宅と特養が連携し、好日苑多機能型居宅介護を以下のとおり体現していきます。

好 日 苑 多 機 能 型 居 宅 介 護 

 

 

  

 

  

利用者本位の視点で提供されるサービスは、施設への通い（デイサービス）

を中心とした宿泊（ショートステイ）や訪問（ヘルパーステーション）です。 

例えば通いであれば、利用者様は定期的に施設へ出向き、日常生活の支

援や機能訓練などを受けます。また介護者の体調不良や数日の外泊など

が発生する場合は、数日間施設に宿泊することも可能です。ケアプランセン

ターの介護支援専門員が利用者様の立場に立った居宅サービス計画を作

成し、必要に応じて「通い」「宿泊」「訪問」のサービスを組み合わせて利用す

ることで、在宅かつ住み慣れた地域で生活が継続できます。さらに、馴染み

のスタッフからサービスが受けられ、環境の変化もなく安心感が得られます。 

 
ケアプランセンター 

≪ CPC 会議 ≫ 

特養連携 

連携率 70％ 

介護職員兼務 

連携率 70％ 

連携率 70％ 



9 

 

  

ボッチャ始めました！ 

法人全体ならびに事業所としては 

「節水」「産業と技術革新の基盤」 

「温室効果ガスの削減」「コピー用紙の削減」に取り組みます 

新しい職員をご紹介します 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標・ 

2030 年までに持続可能でより 

よい世界を目指す）への取り組み 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標・ 

2030 年までに持続可能でより 

よい世界を目指す）への取り組み 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標・ 

2030 年までに持続可能でより 

よい世界を目指す）への取り組み 

法人全体ならびに事業所としては 

「節水」「コピー用紙の削減」に取り組みます 

法人全体ならびに事業所としては 

「つかう責任（マイボトル持参）」「コピー用紙の削減」 

に取り組みます 

経　営 ①   居宅連携率50％／年　　≫デイ稼働率90.0%　（SS連携含む）

利用者

職　員

（６）好日苑デイサービス≫　第6次中期経営計画を踏まえた令和5年度事業計画の重点施策

①   さらなる送迎エリア拡大と送迎体制一本化

②   機能訓練加算算定維持、口腔・栄養関連新規加算取得

③   Wincareの有効活用（電子記録の共有）

①   多機能型職員配置と短時間介護職員検討

②   認知症介護実践者研修・認知症介護実践リーダー研修

③   認知症ケア関連加算維持・新規算定

②   介護支援専門員1名35件／月・月間CP請求数175件（※CM5名体制の場合）

利用者

経　営

職　員

（８）好日苑ケアプランセンター≫　第6次中期経営計画を踏まえた令和5年度事業計画の重点施策

①　 好日苑多機能型居宅介護としてのCPC会議の充実

②　 医療機関との連携(積極的なプラン受入れ)

①　 エリア内事業者連絡会等での講師・ファシリテーター派遣

②   特定事業所加算Ⅰ算定(介護支援専門員5名体制)

③   好日苑多機能型居宅介護のプラットフォーム実践のための先手のアセスメントと舵取り

①   居宅連携率70％／年　　≫デイサービス・ヘルプサービス・ショートステイ

③   認知症専門ケア加算新規算定(認知症高齢者日常生活自立度Ⅲa以上：50％)

経　営

（７）好日苑ヘルパーST≫　第6次中期経営計画を踏まえた令和5年度事業計画の重点施策

利用者
①   Wincareの有効活用（電子記録の共有）

②   ターミナルケース等帯派遣(2時間ルールの弾力化を踏まえた柔軟な訪問)

職　員
①   土日勤務形態の開始に伴う派遣時間枠拡充

②   認知症介護実践リーダー研修受講・有資格者1名以上配置

①   居宅連携率60％／年　　≫提責2名130時間+兼務1名45時間+

      非常勤1名80時 間+登録120時間

②   定期巡回サービス(一部業務委託)との連携
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②認知症サポーターステップアップ研修 

④夏の小学生向け認知症講座 

⑥グループホームの運営推進会議に出席 
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⑤認知症検診 

①認知症サポーター養成講座 

③認知症カフェ 



12 

 

 

  

 

 

 

心の小箱 

 

♪

福祉の道に進んだきっかけ 

好日苑を選んだ理由 

入職し新館 1 階に配属されました 

どんな支援者になりたいですか？ 

 

 

をご活用下さい  


